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1 はじめに
本研究室では，効率的な会議運営を目的とした会議支援シ

ステムを開発している．会議支援システムは，iPadやノート
パソコン等の端末にアプリケーションをインストールするこ
とで利用できる．主な機能として，pdfやパワーポイントの
資料を各端末に配信する機能，閲覧中の資料を同期させる機
能がある．本稿では，この会議支援システム上で実現するサ
ブシステムとして意見交換支援システムを提案する．意見交
換の支援のためには，複数の参加者の意見を案（アイデア）
とそれに対する意見という構造に整理する必要があり，その
ためには案の集合を選択肢として扱うアンケート形式が最適
であると考える．
会議支援システムは，資料を電子化し．その資料をもとに

会議することができる．しかし，同時に複数人が意見を述べ
たい場合に対して，その意見を整理することができない．本
システムにおいて，参加者は電子化された資料の一部を矩形
で指定して意見を投稿できる．投稿された意見は各参加者に
配信され，参加者が意見に応答することで議論中に意見交換
を行うことができる．本システムでは，このようにして意見
交換する際に，意見に対してアンケート選択肢を付与して提
示することで意見交換を支援する．本稿で扱うアンケート選
択肢とは，最終的に選択する案だけでなく，新たな案の追加
や賛成／反対の意見表明のような，意思決定に至るまでの行
為を含む．本稿では，この行為を議論行為と呼ぶ．ある意見
に対して回答する際，議論行為の選択肢をその意見に付与す
ることで，意図の表明が容易になり議論を円滑化する効果が
期待できる [1]．
地方自治体において政策を決定する議論では，評価するた

めの軸を決め，軸に対してプラスの効果，マイナスの効果を
話し合う場合が多い．本システムは，意見を述べる際に選択
肢を付与し，それに沿って議論することで，整理された議論
を行うことが可能となり意見収集を補助できる．そのため，
このような議論を行う場合，有用である．

2 アンケート選択肢の推薦
複数の提案について議論する際，最初から全ての提案が網

羅されている場合は少ない．より柔軟な議論を実現するため
には，議論参加者が新たな提案を追加したり，賛否意見を発
言する仕組みが不可欠である．例えば，研究室内での清掃規
則について議論する場合を考察すると，議論の初期段階では
「清掃の状況を改善したいけど，どうしたらいいか」といっ
た漠然とした質問から開始される場合が多い．次に議論が進
み，「罰則を設けて従わせるのはどうだろうか」といった具体
的な提案が出される．さらに，出された案に対して意見交換
が行われ，最終的には，決を取るなどして議論を収束させる．
本研究では，このような議論行為もアンケートのプロセス

に含まれると考える．よって本システムでユーザに推薦する
アンケート選択肢には，最終的な解決策だけでなく議論行為
も含む．本研究では，このような議論の流れにおいて行われ
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表 1: アンケート選択肢の種類
アンケート 議論行為 案に発言 同意 意
選択肢 非同意 見

質問 入
案を追加 力
案の無効化

投票行為 案に投票

る意見交換の支援を目的とする．効果的な意見交換のために
は，意見が出しやすい環境があること，相手に正確に意図が
伝わることが肝要である．自由な意見交換を許容すると，整
理された議論がしにくい，参加者の注目が分散して認識が共
有されにくい，議論が発散していつまでも終わらない等の課
題が出てくる．そこで本研究では，アンケート選択肢の推薦
による意見交換支援を行う．配信された意見に対して回答者
は，システムが付与した選択肢に従って意見を述べる．述べ
られた意見は，議論マップの適切な位置に配置される．また
本研究では，より参加者間の共有を促すための同期機能を実
装した．本システムを使用して行われた議論は，構造化議事
録として保存される．構造化議事録は，“同意”，“非同意”，“
質問”，“提案”という修辞関係で発言間の関係を明示する．構
造化により議論分析や，効率的な閲覧・整理・編集が可能と
なるという利点がある [2]．

2.1 アンケート選択肢

本システムでは，質問が投稿された際に質問に選択肢を付
与し各参加者に配信し推薦する．表 1は付与されるアンケー
ト選択肢を示す．アンケート選択肢は，最終的な案を決定す
る投票行為の選択肢に加え，案の追加や案に対して意見を述
べるといった議論行為を含む．“同意”／ “非同意”は，案へ
の同意／非同意意見である．“案の追加”は質問に対する案の
意見である．“質問”は質問／案／同意／非同意の意見に対す
る質問意見である．“案の無効化”は，議論の発散を防ぐため
の選択肢で，案の無効化の付与された意見に対する案への回
答を禁止する．また保存する構造化議事録で用いる修辞関係
は，表 1 のアンケート選択肢の “同意”，“非同意”，“質問”，
“案の追加”に対応するので，ユーザは選択肢を選ぶだけで，
構造化議事録に必要な修辞関係を指定できる．

2.2 本システムによる議論の整理

本研究では，議論の流れに沿って行われる意見交換の支援
を目的としている．議論の初期段階である案を出したり，案
について討議するフェーズを議論フェーズとする．また，出さ
れた案に対して投票を行い，結論を出すフェーズを投票フェー
ズとする．議論フェーズでは，意見に対して議論行為のアン
ケート選択肢が利用できる．投票フェーズでは，投票行為の
アンケート選択肢が利用できる．図 1は，議論フェーズの意
見交換の画面である．赤い矩形は，発言者が発言の際に指定
した資料の一部である．矩形の直下のウィンドウ (意見ウィ
ンドウ)は配信されてきた意見を表している．意見ウィンド
ウにはフェーズの切り替えボタンがある．本システムでは，
資料を指して意見を投稿した参加者 (議題提供者)に，その意
見に関するフェーズの切り替え権限，同期権限を与える．議
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会議資料

図 1: 議論フェーズ

会議資料

図 2: 投票フェーズ

題提供者が，ある程度案が出たと考えた場合，投票フェーズ
に切り替え，投票を行い議論を終了することができる．配信
されてきた意見に応答する場合，意見ウィンドウ下部のアン
ケート選択肢を選択する．アンケート選択肢は，案を示すボ
タン (図 1の電球アイコン)，案の追加ボタン (図 1の＋アイ
コン)，案の無効化ボタン (図 1 のーアイコン)，質問ボタン
(図 1の？アイコン)から構成される．応答者は述べる内容に
沿うボタンを押し，意見を投稿する．
本システムで意見交換した場合の，議論整理の処理手順

を述べる．ただし，O = {o1, o2, ..., on} を意見を表すテキス
トの集合，S = {S 1, S 2, ..., S m}を選択可能な全ての案の集合,
S i = {s1, s2, ..., sli }を oi に含まれる案の集合，label(si)を抽出
した案 si のラベル, L = {label(si)}i=1···m をラベルの集合，Rを
修辞関係の集合とする．また，C = L × Rを選択肢の集合と
する．
set questionnaire(o1) # アンケート質問の設定
for each(発言 oi ∈ O) {
if (案の追加ボタンで oi が発言された) {
add suggestion(oi) # 案の追加
議論マップへの意見の配置

} else if (案の無効化ボタンで oi が発言された) {
disable suggestion(oi) #案の無効化

}
意見 oi を押されたボタンに応じた修辞関係 r ∈ Rと
共に構造化議事録に追加

}
}

上記手順の各手続きは，以下のように定義する．
procedure set questionnaire(oi) {

S ← φ
意見 oi から案の集合 S i を抽出する
ラベル label(si)をボタンに割り当てる
S ← S i

選択肢 C = S × Rを配信し推薦
}

procedure add suggestion(oi) {
if(アンケート質問設定者が承認) {
意見 oi から案の集合 S i を抽出する
ラベル label(si)をボタンに割り当てる
S ← S + S i

選択肢 C = S × Rを配信し推薦
}

}

procedure disable suggestion(oi) {
意見 oi から案の集合 S i を抽出する
S ← S − S i

}
これにより，出された案に対する意見の整理が行われ，構造
化議事録を残すことができる．さらに，投票フェーズにおい
て，参加者が議論マップを閲覧しながら，根拠ある意思決定
を行う支援となる．

2.3 意見交換支援システムの実装

意見交換支援システムは，クライアントシステムとサー
バシステムから構成される．クライアントは，会議支援シス
テム上に AdobeAIRアプリケーションとして実装した．クラ
イアントでは，意見入力のインターフェースの提供および，
議論マップの表示を行う．サーバは，各参加者間のメッセー
ジの仲介，選択肢の付与，同期の調整，意見の保存を行う．
サーバの実装は Java Servletとして実装した．クライアント
の AdobeAIRアプリケーションとサーバの Java Servletとの
連携は，BlazeDSを利用した．

3 おわりに
本研究では，会議支援システム上に意見交換支援システム

を実装した．自由に意見交換をする場合，整理された議論が
しにくい，議論が発散して収束しないという課題がある．本
稿では，アンケート選択肢を意見に付与し，そのガイドライ
ンに沿って意見交換することで整理された議論を行うことが
できる．またアンケート選択肢には議論行為を含み収束のた
めの仕組みがある．今後の課題として案の自動抽出について
試みる．今回，意見に含まれる案の抽出は「」で指定した部
分を案として抜粋している．データを収集し，特徴を学習す
ることで案の部分を自動で抽出するよう改良する．
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